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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年3月10日(2015.3.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１２】
　腔創傷又は洞創傷で使用するための創傷包帯を製造する方法であって、
　（ｉ）ゲル形成繊維を含む布ロールを形成する工程、
　（ii）ステッチ縦線でロールを縫う工程、
　（iii）ステッチ横線でロールを縫う工程であって、ステッチ横線が、少なくとも２本
のステッチ縦線を連結している列で作られている、工程、
　（iv）ロールを縦方向に切断してストリップを形成する工程、
　を備えていることを特徴とする方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
　ゲル形成繊維の不織ウェブを作ることによって、布ロールを形成する、
　請求項１２記載の方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１８】
　２つのロールを縫い合わせる前に、布ロールの上に別の布ロールを重ね合わせる、更な
る工程を、備えた、
　請求項１２記載の方法。
【誤訳訂正４】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１９】
　腔創傷又は洞創傷又は術後創傷の治療において使用するための創傷包帯の、製造におけ
る、布ロールの使用であって、
　そのロールが、ゲル形成繊維を含み、且つ、縦ステッチ線及び横ステッチ線を有してい
る、
　ことを特徴とする使用。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　包帯は、０．５、１、２、又はそれ以上の、メートル長さを有し、約０．５ｃｍ～１０
ｃｍの幅、好ましくは０．５ｃｍ～５ｃｍの幅を有する、形態であってよい。ステッチ縦
線は、１ｍｍ～１０ｍｍ離れていてよく、好ましくは２ｍｍ～５ｍｍ離れていてよい。縦
ステッチ線は、本縫いでよく、一般には、かぎ針編み又はチェーンステッチであるが、他
のステッチパターンを用いてもよい。横ステッチの列（row）は、１ｍｍ～１０ｍｍ離れ
ていてよく、好ましくは２ｍｍ～５ｍｍ離れていてよい。ステッチ横線は、パターンステ
ッチでよく、かぎ針編みでよく、又は、重ね合わされたゲル形成繊維の２層間の仕付けス
テッチでよい。好ましくは、ステッチ線は、テンセル（Tencel）のような糸で作られる。
横ステッチは、隣接するステッチ縦線を連結して包帯に横方向の強度を加えるように、機
能する。ステッチ横線は、好ましくは、隣接するステッチ縦線の対の間の列（column）で
、列間にステッチフリーギャップを備えて、作られて、縫われたゲル布ロールがギャップ
で切断されるのを可能とする。これは、ストリップが、ストリップのエッジに横ステッチ
のルーズ端を作らないで、形成されるのを、可能とする。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　カルボキシメチル化は、例えば、水酸化ナトリウム水溶液のような強アルカリと、モノ
クロロ酢酸又はその塩と、によって、セルロース系材料を、連続又は同時に処理すること
によって、実行できる。適切な反応条件は、布の組成と要求されるカルボキシメチル化の
度合いとに依存し、当業者にとっては容易に明らかとなることである。それらは、国際公
開第９３／１２２７５号、国際公開第９４／１６７４６号、又は国際公開第００／０１４
２５号に記載されているのと同じか類似しており、それらの文献は、読者が更に詳細なこ
とを求める場合に示されるものである。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　本発明の別の態様は、腔創傷又は洞創傷で使用するための創傷包帯を製造する方法であ
り、その方法は、次の工程を備えていることを特徴としている。
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　（ｉ）ゲル形成繊維を含む布ロールを形成する工程、
　（ii）縦ステッチ線でロールを縫う工程、
　（iii）横ステッチでロールを縫う工程、
　（iv）ロールを縦方向に切断してストリップを形成する工程。
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